








5、結論 

ステロイド剤離脱困難なネフローゼ症候群のリンパ球機能は,ステロイド剤反応性症例に

おける完全寛解後期の不全状態に相当し,その後のリンパ球機能の完全回復が障害されて

おり,この不全状態が長期にわたって持続しているものと考えられる。 


